
















本邦における各種先天異常の発生頻度を正確に把握し,必要に応じて適宣警報を発するこ

とが出来るような先天異常のモニタリングシステムを確立することを目的とする。 

この目的を達するために,遺伝と疫学小委員会は初年度(昭和 54 年度)に,疾患の選定法,疾

患の診断基準,集団の選定法,集団の適正度の推定法,情報収集法,情報解析法,情報保存法,

環境要因解析法,登録の必要性等々に関して基礎的検討を行なった。なおこのために

,21-hydroxylase 欠損による先天性副腎過形成症をモデルとしてとりあげ,個々の問題点

を明確にする。 


